


















































 本研究では、内径が 50μm のエミッターおよび 500μm のキャピラリーを使用した。
キャピラリーから真空中へ導入された超微細液滴イオンは、差動排気チャンバーを通し
て段階的に高真空へと導かれる。図 2 のように、本研究で用いた差動排気チャンバーは、
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の蒸着時間は 5 分とし、蒸着後に 1 時間程度、蒸着なしで超高真空状態を保持すること
で、想定外に表面吸着した溶媒を昇華させた。この作業を複数回繰り返し行うことで、









た分子が 24T-Si-Dod の結果について報告する[4]。この 24T-Si-Dod を THF とメタノール
の混合溶媒に溶かし、Au(111)表面上にエレクトロスプレー蒸着した。これを 77K で STM
観察した結果が図 4（a)である。この STM 像では、Au(111)表面のステップ端やテラス上














































ているが、これは、隣り合うチオフェン環同士の cis 配置や trans 配置の組み合わせによ
るものであることが分かっている[5]。 
次に、生体分子として DNA のエレクトロスプレー蒸着および STM 観察を試みた。本
研究で用いた DNA は、バクテリアファージλ（c1857 Sam7）である。この DNA は、制
限酵素 Hind III によって、約 16.5μm の鎖長を８種類のフラグメントに分解しており、
λ-Hind III digest と呼ばれる。それらフラグメントの鎖長は、約 42.5nm から約 7.9μm と
なっている。この DNA を水とアセトニトリルの混合溶媒に溶かし、24T-Si-Dod 同様に
エレクトロスプレー蒸着を行った[5]。 
図 5 は、蒸着後に 77K で得られた STM 像である。表面のステップをまたいで縦に伸
びた直線状の輝点が見られる。その長さは約 190nm、幅は約 6nm であった。さらに、拡
大すると二重らせん構造に起因すると考えられる周期の凹凸も見られたため、DNA フラ
グメントに対応したものと考えられる。 












図６ DNA 蒸着後の Au(111)の STM 像（77K、300nm x 300nm)。（b)は DNA の部分に色をつけたものであり、
青の幅は緑の半分になっている。 
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